
「志賀 山流 にお け る技法 の

段階的習得過程 その3」
-女 踊りを中心に-

志賀山 葵 ・志賀山 櫻

【目的】

日本舞踊最古の流派である志賀山流で, 技法がど

のような段階を経て習得されていくのかを, 女踊

りの 「おすべ り」の技法に注 目して考察する事を

目的とする。

【方法 とその結果】

「おすべ り」 という技法は 日本舞踊独特の技法で
一方の足を上げて降ろし, もう一方の足を後方に

床から離さずにすべらせ引 く技法のことで歩行の

変形 と考えられる。古い流派ほど 「おすべ り」が

多用 される傾向にある。その 「おすべ り」がどの

ように習得されるのかを探る為に, 初歩段階から

「文がや りたや」, 次の段階 として 「近江のお兼」

「子守」, 最終段階として 「男舞」「京鹿子娘道成

寺」を取 り上げた。
-初 歩段階のおすべ り-

(長唄 「文がや りたや」)

役柄は子供で, いわゆる手ほどきものといわれる

易しい踊 りで志賀山流ではまず初めに必ず この曲

を習得する事になっている。上半身には複雑な動

きは無 く体軸を真直 ぐにする事に重点がおかれる。

短い二分弱の踊 りに八回も 「おすべ り」が使われ

て い る 。

つま り手ほどきものにこれだけ 「おすべ り」が出

てくるのは, これからの習得過程において 「おす

べ り」が非常に大切な技法である事がわかる。
-軽 い役柄のおすべ り-

(長唄 「近江のお兼」 ・清元 「子守」)

ここでいう軽い役柄 とは, 庶民的な娘を指す。つ

まり, 「おすべ り」の技法は足を引 く時間が比較

的速 く, 初歩段階の次のステップと考えられる。

又, ここでは一方の足を トンと踏んでから(床 を

足で踏み音を出す こと)も う一方の足をすべらせ

るとい う 「おすべ り」の変形 ともいえる技法も見

られる。

初歩段階の次として, 上半身の動きが少 し複雑に

な り 「おすべ り」の変形も出て, 難易度が高 く

なって くる。志賀山流では初歩段階である 「文が

や りたや」を経てからこの段階のものに入る。そ

の方が技法を習得しやすいという利点があるから

であろう。
-重 い役柄のおすべ り-

(長唄 「男踊」「京鹿子娘道成寺」)

ここでいう重い役柄とは白拍子というもので階級

が上が り, 成人 した女性である。 この役柄の 「お

すべ り」は上半身の動きもより複雑で, ひね り,

回転が加わ り足をすべらせる時間 もゆ った りに

なった り, より速 くなった りと多様化 している。

又, 「おすべ り」の回数 も多 くなり, 連続十回とい

う部分も見られる。

この 「おすべ り」が最も難易度が高く, 技法その

ものも多様化 して習得もなかなか困難である。

【考察】

以上, 数曲を取 り上げてみたが, その中に 「おす
べ り」の様々な技法がその段階ごとに存在 してい

ることが明らかとなった。これはつま り, 易しい

ものからだんだんに難 しいものへと稽古すること

によって 「おすべ り」の技法が段階的に身につく

ようなシステムが確立 していることを表わす。

また役柄によって同 じ技法でも体の使い方などの

テクニヅクは全 く異な り, 段階的に稽古していけ

ぼ幅広い役柄が自然にこなせるようになっている。

これは 「おすべ り」に限らず他の技法でも同様で

あ り, 先人の工夫が感 じられる。

●各演目の抜粋部分について (部 分におすべり有り)

女亦ぜ窃躍絹 「文がやりたや 館辺婁捷へ 取りやちがえて余の人に

やるな 正のかの様の サァテ花のかの様の手に渡せ」

遭江観転甕 「とめてみよなら (盒 左) 菜種に胡蝶 梅に鴬級

さては鰻 袖快 しょんがいな」

子守 「才ヤッかな何としょえ アイタタタ腔頗 をすりむいた (盒 五) 憎

い鳶づ ら油揚 さらうた 才寸 君よい ビ こんな物やろな」

男舞 「恐の且髭勧 ・夜は (ム) やるせかいではないかいな ザアァ」
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